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は しこ め に

現在我が園をこ机 ､て増え続ける癌翻恒r:招.;頚痛はそ

の死亡率が明ど｡かに減車傾向をたどる数ノrみ亘こい痴U)-つ

である.LかLな狛ご)子宮発癌についてはその級数率お

よび死亡数の正確な把握がなさ済1てい某こいびつが税状であ

ら.そU)理由とL/こ信頼しうる癌登録が淡施されている

地域が阻む､j唐1ていること予それに従来我的緋乃死亡統計

では二㌢宮頚痛とfノ離離轟との区別がなざれていないこと

害意癌紫用験詮による畢願発級別穿凄治療によ-了こダ虜盈

癌の死亡率が減少しているのは厚生省揖了動態統計かEh)

して獲)紛れもない事実である,錯ちか癌検診は従来都道府

県か葦灘とヂ;を3登施されていた狛 昭利5憂湾:-かど〉施汚さ

寮 漫

頼言1･F_Jl沃

窯施機関

1 紺的.∴

② Ijルポ戊二m二㌧一

一･結告立'､∴_-_jl.

よいj

i i‖圭'＼

② 集団検診 欄検診,

施設検診など)

⊥

わた老煩累鰹法により,そぼy捌転主体が市町村となりよ

を′欄圭は1な変態の把握が可能とな-了こきた.子宮癌検診の

ノuJjO鋸㌧のうち何人が細胞診を受けたかという数値で

示ざれる.CA昔3撫最を脆なるとf一宮癌による死亡率が

暑しく減少することが知られ♪ており1-,老人保健法賢で

は昭和6摘三までにC,tも日豊OOまで引き損デることを量音標

に阜了こいるVこmたびu本彩をガン協会新潟県友部の護と

め溌d昭和59年度 を岳かん検診年翰"3,tと,新潟県をごおける

子宮瞳慶地域登録成績ノ…)をもとに新潟県でのY一宮癌検

診の現状を明らかにし 開腐乱 今後の課程を分析した廿

].子宮鞘症撞言のシス丁ム

検診の篠類

② 二言ルポスuIピ-

澄)狙い組織診

(または播植組織

診う

(お ニZルポス二_7ピ岬に

習熟Lた臼母医師

② 癌検診センタ--

③ 癌治療機関

貸)細胞診

③ 狙い観穐診

(または掻帽組織診)

④ 必要あれば頚部円錐

切除など

癌治療機を猪

注j1)細胞診標本は子宮腰部擦過旦枚と頚管内擦過且枚を原則とする.
2)細胞診のスクリ-こソダと診断は,細胞検査士と細胞診指導医による
鋸 細胞診の判定は日母クラス分発露による.
射 検診は問診予視診,双舎詮を含む.
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寮 望 検 診 機 構

:＼方式 :

頭 蓋陽琵T E 逐重 症

lHj/t:

--次検診

Ll,･lj,i-㌧:

陽 性

陰 性

疑陽性

腸 ilJt_

芸芸志霊コ 欄 呈ow up

- 師

(二次検診を含む)

注)-=-次検診の疑陽性とは細胞クラスTmaおよび貫首貰b も̀またほこりレポス二言ピ-
で翼型移行帯),陽性とはクラスⅣおよびⅤ (または ニプルボス二才ピ州で

浸潤癌)を指すものとするや

れており,そこではまず細胞診が行われる.そこで発見

された凝滞症例をこ対 Lては治療をふまえた癌の診断が二

次検診叉精密検診 (三次検診)として癌治療機関で行わ

れている.現在の子宮頚癌検診のシステムの確立をこおい

ては日本産科婦人科学会癌検診賓磨議会と絹本母性保護医

協会の果たした役割は太変大きな､ものであった平LかL

や札 老人保健法施行をこよりその検診対象が増大し9--A

般婦人科医も二次検診をこ加わる必要が生 じてきた申その

ためE3審産婦木酢等:会癌検診問題委員会では寮｣ の如

た検診機構をA,B,C方式と衷-翌の如く新たをこ設定

Lた慧).現在はC方式が中心であるが,換診対象の増加

に伴い,他の方式も増えてくるものと思われる-

11.新潟県における子宮頚癌検診の実態

F謹本対ガン協会新潟県支部のまとめた 追̀がん検診年緒

第7号卵をこよれば昭和59年度は,一般住民はき毅浮言検診

(級診率方式)施設検診合わせて77,904件予事業所酬蓬

の検診 (検診車方式)はjy甜鮮巨 合計冒凱59評賢二であっ

た.検診牽方式サ施設検診別にみると検診牽方式は56苧転鮒

['(ト Tl.黒､1虹1-ri-1[三三.立 悠Lj∴枇畑~･･'](i.町.･i:-:::∴

その内訳を教団検診 (検診車方式),施設検診別をご年

齢階層別検診結果をまとめたものが敷 詰と豪魂 である.

集団検診では,55,690症例のうち要精練者は～且93例th鋼

%,そのうち23例の浸潤癌とH例の子宮東駄目上皮内癌が

発見され 施設検診ではサ22タ謝意症例が)うち牽縞線審は1別

人0叶53%そのうち息0例の浸潤癌と7例の ㌢繁務郡上皮内

癌が発見されている,両方を合計すると浸潤癌33例,千

宮東部 上皮内癌18傍腿こなを),受診者全体に対する割合はテ

浸潤癒,上敷内癌合わせて0や07%となる.昭和59年度の

子宮頚癌検診においては,要鰐換者は別格ん そのうち

異形上皮は66例,上皮内癌漫8例9Ea期新注5例,摘 期以

上18例であった3),この年報をこ報告された受診者数から

[11.新潟県における子宮肺癌地域菅青菜戒純

新潟県では昭和57年より日本対ガソ換金新潟県友部の

補助を得て子宮悪性瞳嫁げM搬域登録が行われている∧頒)5う

その成績は過去数回にわた､-つて報告されている"それをこ

よると新潟県においてほ昭和57年からの3年間をごB∵殿形成

上皮358例,上皮内癌掴冒例,浸潤癒530例が発鼠されな

んに)かの治療を受けているゎ(蔑 詣)そのうち発見の端

緒が子宮癌検診であった割合は殿形成 ヒ皮54.7% 日粥/

358㌦ 上皮内癌558且% 鳩打旦増冒上 浸潤癌鰻-1% (悼/銅管)

であった (東 6),浸潤癌のうち過去 3年間に子宮蔑癌

検診を受けた症例が98例 日9%)であ畑 そのなかの頚望

例 (42片9%うはなんら異常を発見されなか-1たされ (廉

冒)予それを組織型と開適させて調べると偏平尤度癌より

も腺癌に有意に高率であ-′たとされている辛上皮内癌と

浸潤癌の隈患率をみるとそれぞれ服-ノ舶歳,70-7竣歳をこ

ど---タが形成されている (素 8)*

tl'.考 察

検診を総合的をこ評価するため闘 ま,その地域における

そ殿疾患の寛恕を蔽確をこ把握することが不gI兜である.
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東 熊 子宮経脇の年齢階層別酵患率 (新潟県チ且982-且98射

喪組曜患率,(巨年齢標準化曜患率日雇音二界畑~ん日

これなくしては字数卜夏雲検診の問題点を論ずることはでき

ない千㌢宮癌検診でいえば 例えばや巣鷹スメ7才を皇し

た症例がどの医療機関でどのような組織診断を受けてど

し1.､二･､(:㌫･療:;r-守十･L十,三･｡.Jp'∴~1時上r(lI･t,い川ll

L六二か∴あるいは♂樫､番が巨当分だ)溝艦する診断を求めて幾

-ニ>かび)医療機関を渡り歩いてい机 ､か (輿常検体の教髄

等Lなどを確窯に捕捉するため闘よその地域の子宮頚

部病変の登録管理をLなければな紺£い｡勘､にLて新

潟県では昭都議等年よりず磯野悪酵腫嬢の地域登録が開始さ

れておりやその成績を見ればア-宮癌検診郎門を3逓点確〕浮E二

してくるや

∵㍑耳1･-,'畑'､十十日二･十㌧十 '･･粧)言;育

F~書棚義検診を受持てい餌こもかかわい音ば発見された時針鵠賢

浸潤癌であ-)たという症例が98例存在した泰窯は芦頚部

腺癌の診断U澗歎姓を差L引いたとしても声--次検診

(細胞診)の精度管理をよぎることなが邑二,二次検診の精度

管理も大切であることを示Lている.だ言う制で監予その

中がう舗例はスメアで何等かの異常を示していたか樟ごあ

るUwYノ宮癌の検診は,たとえば腎癌のようにいく-｢痛明

科をこ澄たかるものと殿なり,殆どの場合,婦人科医のみ

が関与守るためずやり方次第では歯効な検診体制の確立

が可能である.新潟県においても日本母性保護医協会の

管理を徹底させるため,検体の挽離党を信頼L'IFBおける検

査機関 摘酎胞診検査センタ弓 に統合するなどその成果

は着 と々土が-｡てきているセこれにより今まで実態の良

ては,行政サイドの対応として細胞診従事者に対する講

習瀞研修会Uつ充実 (日本臨床細胞学会かど}魔の基準が

示されているう,細胞診従事者の養成等,が是非とも必

要である.護た現童1今後㌢悪される検診対象の増加に

--般婦人科医も参加しなけれげはならない状況が生じつ

つある萌具体的にはち二次検診に携わる一般婦人科医粟

は声特に_プルボス二言-プに習熟する必要が生L｡てきてい

る斗この点に関しては老人保健法で定められた都道府県

が音:魔すべきu婦人科医に対する研修会アブ等の適切な運

用が望渡れる. 凍検診∴二次検診の精度管理について

は銅もd瞳慶地域登録によりよを摘㍍かな指導狛汀能になる

と考えられるb

次の間題は号受診者の選定に関することである,我が

を軒では∴軒宮癌検診の普及とともに子宮頚部上皮内癌や

浸潤癌の発見率が年 健々かではあるが減少Lつつあると

いわれている良特に反復受診番が封酎旺芝や癌発見率の減

少の大きな理由に挙げぢノ凍ている.反復受診者の増狛ご覧

提供Lてくれるものの,検診の効率から考えると,やは

り新たな受診者をどんどん掘り起こすことが肝要である｡

事実,我が園で愚も熱心に子宮癌検診が実施されている

とぎれる宮城県をこおいて貰え検診対象婦人の頚5%が護だ

部上皮内癌や子宮頚部浸潤癌の発見率をみると過嘉に癌

検診を受けたことのない,即ち初めての受診者捌圭倒的

に高いことがわかる6),子宮癌検診齢啓蒙をこ力を注く､､に

あたり,どの年齢層に狙いをおくかは子宮癌検診の効率



がん集団検診の現況と問題魚

の良い運営の面か らも考慮 しなければならない問題であ

るK新潟県におけ る地域登録の成績で払 子常務部上皮

の年齢差がみ られ る∴ ㌢嘗頚部殿形成 上皮 子宮頚部 L

皮内癌 が多 く発見 され る年代はL郁 炭化 ヂノ宮頚部浸潤癌

が多 く発見 きれ る年代は,それ よ り転--Jと高齢で70歳代

であ る. 判 開発 を邑別 描治療 とい う癌検診本来の 巨三的か ら

すれば亨 まず緊形成 上皮, f二度 内癌 の多い職 歳代を中心

に啓蒙を徹臨 され るべ きであ りヲ癌 の棟 長u率を L界 させ

るとい う効果的や納所か らすれば もっと高齢 者ヰニ重点をお

くべ きと思われ る書

流軒こ常胃題になる闘 志ら頚部腺癌 に関す ることであ る･

子宮蔑癌の予後を悉 くLている要因の----つに頚部腺癌の

存在 がある書早期 発見が難 い 工 と,放射線の感受性が

低い ことなどがその主.な原田である｡頚部擦過細胞診 と

い うスク リ--エ ソグ法ではき扇 平 上皮系の病変 よ を3偽陰

性 が多いとされてお り, 教案新潟県をこおけ る子宮窓挽猛

威地域 登録U)成績5､〉か ど:}緋 鞭叢の結 果がえ ;-凍 てい る･

頚部腺癌は最近増加懐闘 こあるとされ 今後の子宮癌検

診に:糾 うては, これに対す る早期診断,効 果的な対策が

l一.おわリに

新潟県における子宮癌検診の現状を予昭和59年度 名̀が

ん検診年報"をもとに明らかにし勺矧蜂に新潟県におけ

る子宮悪性経嫁地域登録の成績をもとに問題蔦を明らか

に したや
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